
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5月２９日（金）に、平成 2７年度第 1回まなびあいサロンが行われました。 

 みみちゃん教室、幼稚部、小学部、中学部、高等部の保護者の皆さん、相談支援事業所

の相談支援員さんが参加してくださいました。アドバイザーの阿部先生から聴覚障がいに

ついての話を聞いたり、聞こえにくさの体験や人工内耳を通したことばの聞こえ方などの

体験をしました。お子さんの年齢はかなり差がありましたが、聞こえにくさの体験ではど

の親御さんも思うことは共通で、お子さんの立場に立って聞こえにくさを再認識する機会

となりました。子育ては難しいこともありますが、障がいを理解し、お子さんが分かりや

すい環境で心を通い合わせることの大切さを学び合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

テーマ：『子育てをより楽しく！聴覚障がいとコミュニケーション』

アドバイザー ： 阿部 敬子 先生 

騒音下での話の聞きにくさや人工内耳

の言葉の聞こえ方の体験をしました。 

参加者同士で情報交換をして学び合い

ました。 

☆ 難聴とはどのようなことなのか、具体的に体験できてとても勉強になりました。.

想像していたより遙かに聞こえにくかったことが分かりました。 

☆ テレビをつけたまま子どもに話しかけたり、目を合わさずに話しかけたりしてい

たことを反省しました。言葉をしっかり子どもに届けるようにしていきたいです。 

☆ 健聴児でも同じですが母親の笑顔が大切だと改めて感じました。自分も笑顔

でいるために、時にはリフレッシュして笑顔で接していきたいです。 


